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　北部九州の平尾禽を形成している石灰轡層中には著も

い不整脅がみられ鵜．その状況は岡台地の北懸縁申央部

付近に観察される。すなわち，筑豊石荻工業採石場上方

では含褐鉄鉱団塊粘土腰献／て，また登歯道麟の崖では

礫岩麟を発見した．この礫鱈は石萩岩礫・石英砂・褐鉄

鉱質砂および粘土で構成され，礫は石荻岩のみで総種岩

の礫を含蕉ないところからみて，基盤をなす下部石双繕

麟から供給されたものであ恐ことに閥違いない。すなわ

ち基底礫岩暦であり，該不整合を決定づけるものとして

さしつかえあ鵜まい、

1．緒　　鷺

筆う蕾はさきに平尾台を形成する塊状石釈岩体が麟斜構

承

遣（細かくはW掌形鍛糊紺をなすものである凱とを論

じ，ド夢一一率が単に聡茨岩の割れ爆等／欝饗成され恐とい

う従来の考え方を否驚し、た．またド墾一ネは，あ遵特驚

麟紅発達しやすい石燕岩の性質／こよひておきノと現象であ

つて，これを追跡す菊ごと轍よつてその特定麟およびそ

の間に』書爽憲れるド夢一ネの発達し鞍くい麟の方跨を知る

徽撫ができると考え，平罵台上のギジーネの鴻跡紅よっ

てこの台地を形成する石荻鰻麟の地質構鷺を推定した。

さら拠平尾台北麟縁部の筑豊贋萩工業採石場の．／識方の剥

土作業場において，暇次岩瀬問に禍鉄鉱繍塊を含む粘土

麟の介在す懲のを観察し、，これを不整禽面皿1：瓜に生成した

露天化残溜鉱床的性質¢）ものであ餐之捲摘魏たのであ鵜

が，そ拶）後，往背の講査紅よる付近崖部の石双燐分析繕

果の資料を考究中，酸翻○パー舷ンテぜジの分類濾跡に

よつて作成した地質図（第蓋図欝照〉が明瞭紅麟序を示

し，でいることを察知した礁／〆かもそれが添す地／馨の方鶴

瀦…幡韓）



地鍛調灘所甥報　（第擁巻　1　婁滞）

は賢そジ1二方の鍔地擦こ激業い一　筆蕎がドi卦…ネグ）遭、協

によぜ　、作成し、た地質図に澄らわされ，た地1ま 1の方1韓とド轡

三交する力綿を難している、、すなわち，前麟は醤輪黙内

外を翠し，後灘は讐熱薫内外を示し、てい憂1）ので麦

しかし，鑑の地篤の方懸の斜交性が，　葎無が推定した不

整合線を挾んだ爾側地域での現象ぐあるだけ瓢興兼ある

1頬題であり，こ）付近一一帯の鱒ナーソヅ夢ングを聡蕩ないシ分

析値からドヲ…ネの成務　究明す恐とともに濱塾禽を確

認じようと／たもが）であ難が，ド掛バヂ　生成探冗1こは

多く　耀巽鎌を一要すぞもグ　蓼えられ騰，不i整禽瞬題につ

いては，本次野ンプ！授／グ作業！こ／辱纂・脅近地質・）予察

を行ない数カ所紅おいてその実在を立証する現場を発見

｝紅とがで却　ゾ、、，こ～にこれを報告する．

慧，位　　灘

　予察地域は平羅禽北醐謙の1・1・映部付近（第蓋図）で不

整禽の推定線獄調査地の申央蒲輪・ら南←部にかけてはジ台

鑑総／一獄わち台地を形成婁岬る産の上方で崖部から平坦都

範移る付近（繰麟遜○〈｝撒等轟線付近）紅醜ポ鉱内外の

プノ縮慧連獄φ，調査地の北部では藍笹）申腹崖部に降り走

輪も餐6α一粉懲方総に遠なるものと推察される、，
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九州北部，’四黛雛｝石灰岩麟・1！の不蕪卸こついて（溶源溝人〉

欝．簸質の概要

当地域は筆蓉が提嶋する平羅1向斜の北西翼部にあたり

平尾石茨岩麟はその基盤である輪．セ石グルー一ヅ．ヒ観整倉

1麟なり南東領斜を示してい贔．すなわLlこの軟鷲石グ

ルーヅは平尾向斜の北爾翼鐵盤として露出し，副纏変成

岩類鐙）最上部に相当す恐ものであ恐（平灘麟斜¢）薦東翼

，凝蓋川変成岩屡に整禽に重なり北繭鱗斜を承しでいる）、

　この軟珪石グルー一ヅ魏平尾台側では南東側傾斜を示し

その．際こ整禽に平尾石荻岩履が重なるのであるが，反対

側では非変質秩父系に漸移し北爾側傾斜を示してい瓠

すなわち，向斜構遣を形成してい讐｝。轍のダループ中に

も石茨岩麟を擁有L．，登μ。1道付近および瞬鉄よぶの駅繭

方靱露繊する．

　平羅石死岩層は上・下譲麟籔分かれ．下部層は台地北

爾側の巌をなして露出し，往背の分析結渠資料に基づい

て晦0の等羅鵬跡を試みると勘鵬離抑方向を示
し，，調査地北方付近ではN馨聾一マ§憶慰示す縦至る．

　皿ヒ部層は台．ヒの平坦部を形成し葵ド夢一一ネの追跡轍よ

つてその膚の方懸は賛欝憶内外と推定漆れ，調査地北

方の登山道付近で魏，その下隈付近は台上か削鞍を降馨

；下部層の露出地域を…警レく狭めて，あるいは部分的には

軟珪石ダルーヅを不整脅に覆う形勢にある．上部麟と下

部腰が不整合関係にあ導ことは本論の論旨であ夢）欝を待

たない．

働　図糠ほは恥地点付近をその北方1

丸　不整禽推定線紅連な誉〉撫物の繁茂鍵マ状の構ノ巽であ

｛、｝　壌、よ激｝

欝 騰

融　三　L驚盤

連㍗誇て｛烈萱などグ糠物がそのτ瀬側蔀の脳よ謬際立

つて繁茂U，土嬢の異状薮瀧し｝い資．おそらく，不整

合顧上には粘土膚が深く続い℃い恐ため1為両側の薄い

表土上の植物より生蒋紅適し、てい恐環寛を得た結果によ

望経〉のと推定され恐⇔

翻　、鴨背峠北側の坂（L、地、星諭で観察す恐観第慧図に

箕唱

墨．　轟部屡煮下部履の不整禽

不整合であゐと認定される現象は鴛地、縣（第難瓢

転，概〉で認試れ，偲の窯地、点（秘，秘〉では，これ

が不整禽推定線上の現象とLて溢罐1したい．

（勤　筑豊石茨採石場上方の剥土作業場で（駄）観察す

ると，下部麟と上部層包）間には掲鉄鉱団塊を含む粘土

麟があつて豊この掲鉄鋭の生成を，壌下の筑1石荻工業

事務所一・帯に露出する花醐閃緑轡体とむすびつけて，爾

方の吉樗砿霞や三ノ岳等にみられる磁硫鉄鉱や黄鉄鉱な

どから変質したものとみ脇むきもあ恐が，この付近紅は

愚カルン帯のようなものは駅つたく黛蟻ら・ないのみなら

ず，火成岩の慮接影響を受けたと思われる税象は少Uも

ない．筆懸は鵜の含褐鉄鉱粘土帯を不整禽蘭上瓢生成さ

れ，、＿露天化残留鉱床とみ為のであつて，下盤を1領ず醒ド都

石荻岩層の不整禽面には，著しくはないが馨土頁轡の生

威があ勢，大陸の奥陶総石灰岩煮本濃統問）不整禽面紅

みられる餐膚馨土頁嶽と呼ばれているもぴ）に酷似し，石

荻嚢麟．ヒの露天化残留態成物煮しでの共鷺性が認められ

る、、

隠ン！

猷怨．　織凱

＿＿多

蓮碧

辱北方翫鞍　1驚取鱒

　　　　　いf，し．かも、鰯態，転の北簾議鴛．零瓢．零

の礪側中腹には爾鑓図版封灘幾）植物繁茂異状帯が認め

られ廓ので不整合は当地、縣徽通難ものと推察さ驚レ駆遥）

もろん，この図ではπ羅魚合を決定づけ翫

られないが，貧弱癒秒岩騰や，原職は諦．》でないが階緑

翻猟化土と化した慰蜘榊雛粘土中1こ尖滅す灘状況

は．・、痴鵡騰、堆樹離織園蒙い・俸整禽1賞比¢礁積物

㈲図版麟－蕪霞灘都）切取轍見られるL盗地忌）不

整禽縢．ヒ紅生威1した礫岩麟を中心瓢写レた写真で・右方

が下部石叛瀞講，左方ガ嚇土麟獄ぐて聯購石茨岩麟で

あぞ

礫岩膚乃厚惑は蕊磁，欝爲で上盤側／臓叙瓢内外の粘

鐙一僻馨）
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麟瓢

灘

土磯がある、礫岩中ジ礫は・ヲ受鐸夢潜1礫で徳種礫を含

寮ない、図版紅発罫れiρように，

もあるが，一般こ陶汰不充分で，

鈴概観を残し“いるものが多い．、

か癒！ヌ円磨響れたもび）

酬工溺くと称すべ㌫稜角

礫の大』漏は径譲～熱

英粒を主とし，オ惣驚漣隅鉄質瀞

　　グ．石英砂を鏡検薄．）と稜角は磨滅さ勲、，礫以一ヒ

の陶汰癒受けてい鵜ことが観察惑れ、ン．

　1二の礫岩」）礫が石荻岩のみ、｝構成されるこお，甕た図

版でもよく観察できるよう続う下盤側の石荻繕、剣蝋化崩

う水中で不完全な陶汰を受け，粘土とともに堆麟し、た情

況がよく察知響れ，

ら供給審れたも鈴であるこ煮は疑をいれない、，石英砂は

ゑ，ごらく聡荻岩中紅，わずン紅含まれでいる石英質署か

ρ）供給されたものでこぎ）ろち，、

懸、結　 び

㎜ヒ述のよう紅転一L4の線に7ド整脅が存在することは

疑う余地がないが，こ）見地に立つて地質図を作成する

と，この不整合はかなり顕鰹なもので，下部麟が傾鋤し

た後に上部麟が堆積したことを潔し，調査地蓼・1襲部付近

での分析値からの推定続よる1マ都麟の麟向と，1ごll一ネ

遮踊凱、歎る上部麟の擢、定騰向との、率交性もまたお錺ずか

　t矯㌃哩　すなわち，癒質図に明らかなよ、）紅，調査

地講部地域で慧厚さ導○○鑓以上に達する下部層が，北部

の裁付近では著しくその厚さ駕減じ（鴨撒内外），調

査地をはずれた北方では、1二部麟が直接軟珪石グルーヅ、ヒ

を縫うよう紅なるのではなかろうかと推察される形勢に

　癒お，不整合瀟上の堆積物が，もつと菟、普遍的な粘土

簿1は別として多礫岩轡，発遙、不良の砂岩麟，窪たある地

区℃は馨土頁岩や掲鉄鉱の生成をみ難などう近距離のう

ちに相の変化をみるのは，その次代の本格的堆積時代に

移撫以前の露天化時代後期の環鏡を示すもので，慧わめ

て限黛された小地域で，種々の異なつた堆積環境を形成

していたものとみそ）ことができ難ようである。

　　　　　　　　　（糞繍磁年欝絹，！箋月調菱）

熱一㈹4）




